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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
起
こ

り
、
大
変
な
一
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災

し
、
震
度
７
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
そ
の

揺
れ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

時
が
人
生
で
た
だ
一
度
だ
け
死
を
覚
悟
し

た
瞬
間
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
能
登
半
島

の
町
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
震
災

直
後
の
神
戸
の
町
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
中
を
察

す
る
に
、
一
日
も
早
く
元
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
願
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

災
害
の
た
め
に
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
へ
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
十
干
が
「
甲（
き
の

え
）」、
十
二
支
が
「
辰（
た
つ
）」
の
「
甲

辰
」
で
す
。
例
え
ば
「
甲
」
は
、
ま
っ
す

ぐ
に
堂
々
と
そ
そ
り
立
つ
大
木
を
表
し
て

い
ま
す
。「
辰
」
は
十
二
支
の
中
で
は
唯
一

の
架
空
の
生
き
物
で
、「
龍
が
現
れ
る
と
め

で
た
い
こ
と
が
起
こ
る
」
と
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
で

あ
る
「
甲
辰
」
に
は
、「
成
功
と
い
う
芽
が

成
長
し
て
い
き
、姿
を
整
え
て
い
く
」
と
い

っ
た
縁
起
の
よ
い
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
名
前
に
「
龍
」
の
文
字
が
入
る

有
名
人
と
い
え
ば
、
幕
末
の
志
士
・
坂
本

龍
馬
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
司
馬
遼
太
郎

さ
ん
の
歴
史
小
説
「
竜
馬
が
ゆ
く
」
は
有

名
で
す
ね
。
こ
の
小
説
は
私
自
身
、
20
歳

の
時
に
夢
中
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
小
説
の
中
で
、坂
本
龍
馬
は
、悩
ん
で

い
る
暇
が
あ
れ
ば
次
に
何
を
す
る
の
か
考

え
る
と
い
う
時
間
の
使
い
方
と
旺
盛
な
行

動
力
で
難
し
い
局
面
を
次
々
に
乗
り
越
え

て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
生
き
方
に
強
い
共
感
を
覚
え
た
の
で
す

が
、「
悩
む
暇
が
あ
っ
た
ら
次
に
何
を
す
る

か
を
考
え
る
」
と
い
う
心
持
ち
は
、
令
和

の
時
代
に
も
通
用
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

坂
本
龍
馬
の
よ
う
な
心
持
ち
の
若
者
が

中
心
と
な
っ
て
近
代
日
本
は
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
に

は
様
々
な
困
難
や
失
敗
も
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
そ
の
た
び
に
立
ち
上
が
り
、
乗
り

年
頭
に
あ
た
っ
て高

校
教
頭　

森　

本　

恭　

一　

越
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
成
功
の
芽

は
、
現
在
も
姿
を
整
え
な
が
ら
成
長
し
て

い
る
最
中
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
は
今
年

創
立
115
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
本
校
に
お

い
て
も
明
治
か
ら
令
和
に
わ
た
っ
て
、「
柔

し
く
剛
く
」
の
校
訓
の
も
と
、
姿
を
整
え

な
が
ら
成
長
し
て
き
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

本
年
も
中
学
生
や
高
校
生
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
柔
し
く
剛
く
歩
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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23’男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
76
回
全
国
高
等
学
校

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

12
月
23
〜
29
日

於　

東
京
体
育
館　

１
回
戦　

本
校　

79

－

90　

新
田（
愛
媛
）

○
大
会
総
評

　

４
年
ぶ
り
11
回
目
の
出
場
と
な
っ
た
初

戦
は
、
愛
媛
県
代
表
新
田
高
校
と
の
対
戦

と
な
っ
た
。

　

試
合
序
盤
か
ら
相
手
に
ペ
ー
ス
を
握
ら

れ
、
第
１
ピ
リ
オ
ド
27

－

16
と
リ
ー
ド
を

奪
わ
れ
た
。
第
２
ピ
リ
オ
ド
は
攻
守
の
細

か
い
部
分
を
修
正
し
て
点
差
を
詰
め
、
44

－

38
と
６
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
で
前
半
を
折
り

返
し
た
。

　

第
３
ピ
リ
オ
ド
序
盤
５
分
の
と
こ
ろ
で

同
点
も
し
く
は
リ
ー
ド
を
奪
え
れ
ば
と
望

ん
だ
が
、
逆
に
相
手
に
ペ
ー
ス
を
奪
わ
れ

走
ら
れ
た
。
イ
ン
サ
イ
ド
で
体
を
最
後

ま
で
当
て
続
け

ら
れ
リ
バ
ウ
ン

ド
を
取
ら
れ
た
。

我
々
が
や
り
た

い
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
さ
れ
、
結
果

90

－

79
で
惜
し

く
も
初
戦
敗
退

と
な
っ
た
。
ア

ウ
ト
サ
イ
ド
で
弱
点
を
補
お
う
と
し
た
が
、

要
所
で
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
ら
ず
、
相
手
に

ゴ
ー
ル
に
切
り
込
ま
れ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め

ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
選
手
た
ち
は
島
根
県
代
表
と

し
て
初
め
て
の
東
京
体
育
館
の
コ
ー
ト
で

堂
々
と
戦
い
、
全
国
の
舞
台
で
出
雲
北
陵

の
ひ
た
む
き
な
心
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

３
年
生
を
中
心
に
本
番
に
向
け
て
部
員

全
員
で
練
習
を
積
ん
だ
こ
と
、
素
晴
ら
し

い
環
境
で
試
合
が
で
き
た
こ
と
、
全
行
程

も
含
め
て
彼
等
と
過
ご
し
た
時
間
は
か
け

が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

全
国
で
勝
利
を
掴
め
る
よ
う
、
次
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
向

け
て
、
新
チ
ー
ム
を
鍛
え
直
し
、
も
う
一

度
全
国
の
舞
台
で
勝
負
し
た
い
と
思
う
。

　

大
会
へ
出
場
す
る
に
あ
た
り
、
校
長
先

生
を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
、
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
、
保
護
者
の
皆
様
か

ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
声
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）
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本
校
ら
し
い
粘
り
強

い
卓
球
で
難
局
を
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き

た
。
３
月
に
山
形
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
選

抜
大
会
で
も
上
位
に

進
出
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀬
泰
之
）

第
33
回
西
日
本
高
校
選
抜
卓
球
大
会

時　

１
月
４
・
５
日　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉

１
位
リ
ー
グ

優
勝　

島
根
国
体
選
抜

 

（
本
校
生
徒
２
名
及
び
他
校
２
名
）

２
位　

出
雲
選
抜（
本
校
生
徒
４
名
）

３
位　

出
雲
北
陵

〇
大
会
総
評

　

新
年
最
初
の
大
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
今
後
の
練
習
で

克
服
し
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
14
回
中
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大
会

時　

１
月
12
〜
14
日　
　

於　

福
山
市
総
合
体
育
館

リ
ー
グ　

１
勝
１
敗　

２
位
通
過
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
へ　

ベ
ス
ト
８

本
校　

１

－

２　

神
辺
旭
（
広
島
）

本
校　

２

－

１　

岩
国
工
業
（
山
口
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

本
校　

１

－

２　

米
子
工
業（
鳥
取
）

【
団
体
メ
ン
バ
ー
】
伊
藤
快（
2-4 

出三
）、
髙
橋
海
璃

（
2-3 

斐東
）、
川
角
光
夢（
1-2 

羽須美
）、
岡
田
隆
聖（
1-4 

羽須美
）、

田
邊
航
汰（
2-1 
横田
）、
田
中
広
人（
2-6 

出三
）、
板
垣
優

吾（
2-4 

斐東
）、
桑
原
佳
吾（
1-5 

斐東
）

○
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
の
県
外
大
会
、
悔

し
い
結
果
と
な
っ
た
が
、
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を

取
れ
ず
に
敗
れ
た
試
合
も
あ
る
な
ど
、
課
題
を

含
め
、
今
後
に
繋
が
る
大
会
と
な
っ
た
。
春
、

夏
の
大
会
に
向
け
て
更
に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

保
護
者
の
方
に
は
遠
方
ま
で
応
援
に
来
て
い
た

だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
49
回
全
日
本
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
中
国
地
区
予
選

時　

１
月
12
〜
14
日　
　
　
　
　

於　

福
山
通
運
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ

１
位
校
リ
ー
グ

本
校　

１

－

２　

米
子
松
陰

本
校　

３

－

０　

就　

実

本
校　

３

－

０　

広
島
翔
陽

本
校　

０

－

３　

小
野
田

　

２
勝
２
敗　

３
位

代
表
決
定
戦

本
校　

２

－

０　

山
陽
学
園

【
団
体
メ
ン
バ
ー
】
水
永
花
音（
2-5 

益東
）・
岡
本
涼

香（
2-5 

浜東
）・
川
角
莉
子（
2-5 

大社
）・
栗
原
奈
々
（
1-5 

松一
）・

木
村
香
夏（
2-3 

斐東
）・
森
山
音
羽（
2-5 

大一
）・
杉
谷
皐

（
1-3 

大一
）・
髙
野
愛
未（
1-4 

大一
）

○
大
会
総
評

　

県
代
表
の
権
利
を
獲

得
後
、
様
々
な
陣
形
の

テ
ニ
ス
に
挑
戦
し
幅
を

広
げ
な
が
ら
準
備
を
し

て
き
た
。
３
位
決
定
戦

ま
で
は
上
が
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
最
終
戦
は

中
盤
以
降
、
一
方
的
な

展
開
で
敗
れ
、
全
国
大

会
の
権
利
を
獲
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
経
験
を
し
っ
か
り

と
今
後
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。
応
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

５
位
決
定
戦　

本
校　

69

－

66　

松
江
南

　

５
位

○
大
会
総
評

　

松
江
商
業
と
の
試
合
で
は
、
前
半
か
ら
ミ
ス

が
多
く
見
ら
れ
、
中
々
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
リ
ー
ド
さ
れ
て
迎
え
た
後

半
で
は
徐
々
に
良
く
な
っ
て
き
た
が
、
前
半
の

得
点
差
が
響
き
悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。
チ
ー

ム
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
痛
感
し

た
。
こ
の
冬
し
っ
か
り
走
り
込
み
た
い
。
当
日

は
保
護
者
の
皆
様
や
卒
業
生
か
ら
応
援
い
た
だ

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

卓　

球　

部

第
51
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会

 

中
国
地
区
予
選
会

時　

12
月
23
〜
25
日　
　
　
　
　

於　

ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
（
岡
山
）

中
国
選
抜 
２
年
ぶ
り
７
回
目
の
優
勝
！

全
国
選
抜
出
場
決
定
！

【
男
子
団
体
】　

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

　

本
校　

３

－

０　

玉
野
光
南（
岡
山
）

　

本
校　

３

－

０　

誠
英（
山
口
）

〈
決
勝
リ
ー
グ
〉

　

本
校　

３

－

０　

近
大
福
山（
広
島
）

　

本
校　

３

－

０　

倉
敷
工
業（
岡
山
）

　

本
校　

３

－

０　

松
徳
学
院（
島
根
）

　

本
校　

３

－

０　

柳
井
商
工（
山
口
）

　

本
校　

３

－

０　

鳥
取
敬
愛（
鳥
取
）

　

本
校　

２

－

３　

呉
青
山（
広
島
）

　

本
校　

３

－

１　

関
西（
岡
山
）

○
大
会
総
評

　

レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
だ
け
で
な
く
、
ベ
ン
チ
メ

ン
バ
ー
も
チ
ー
ム
の
勝
利
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
、
ま
さ
に
「
全
員
卓
球
」
で
掴
ん
だ
優
勝

で
あ
っ
た
。
呉
青
山
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、

次
戦
に
向
け
て
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

令
和
５
年
度
島
根
県
高
校
新
人
大
会

時　

１
月
12
〜
14
日　
　
　
　
　

於　

松
江
工
業
高
校
体
育
館　

他

２
回
戦　

本
校　

86

－

44　

浜
田
高
校

準
々
決
勝　

本
校　

75

－

60　

松
江
工
業

準
決
勝　

本
校　

61

－

84　

松
江
東

３
位
決
定
戦　

本
校　

79

－

47　

益
田

　

３
位

　

ベ
ス
ト
５　

原　

維
吹（
1-5 
北陵
）

〇
大
会
総
評

　

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
県
大
会
が
松
江
市
に
て

開
催
さ
れ
た
。
本
校
は
２
回
戦
か
ら
の
出
場
と

な
っ
た
。
昨
年
末
の
全
国
大
会
ま
で
３
年
生
を

中
心
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い
た
た
め
、
苦
し

い
展
開
を
覚
悟
し
て
今
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

準
々
決
勝
ま
で
危
な
げ
な
く
勝
ち
上
が
っ
た

が
、
準
決
勝
の
松
江
東
戦
は
序
盤
か
ら
離
さ
れ

常
に
追
い
か
け
る
展
開
で
24
点
差
と
惨
敗
し
た
。

最
終
日
の
３
位
決
定
戦
で
は
、
最
後
ま
で
粘
り

強
く
戦
い
、益
田
に
快
勝
し
、来
月
、山
口
県
で

開
催
さ
れ
る
中
国
新
人
大
会
へ
島
根
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
２
年
連
続

の
優
勝
へ
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
悔
し
さ

を
胸
に
中
国
大
会
、
６
月
の
県
総
体
に
向
け
て
、

更
に
成
長
し
た
チ
ー
ム
で
戦
え
る
よ
う
、
日
々

の
学
校
生
活
や
練
習
か
ら
多
く
を
学
び
精
進
し

て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
長
先
生
を
は
じ

め
、
学
校
教
職
員
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に

応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

令
和
５
年
度
島
根
県
高
校
新
人
大
会

時　

１
月
12
〜
14
日　
　
　
　
　

於　

松
江
商
業
高
校
体
育
館　

他

２
回
戦　

本
校　

82

－

23　

出
雲
西

準
々
決
勝　

本
校　

55

－

82　

松
江
商
業



（3）　第４６１号

美　

術　

部

環
境
大
臣
賞
受
賞
！！

愛
鳥
週
間
用
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
審
査
）

　

各
都
道
府
県
代
表
101
点
の
応
募
が
あ
る

中
、
島
根
県
代
表
と
し
て
出
品
し
た
陶
山
和

夏
（
2-7
三刀屋
）
の
作
品
が
、
最
優
秀
賞
「
総
裁

賞
」
に
次
ぐ
6
点
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る

「
環
境
大
臣
賞
」
に
選
ば
れ
た
。
県
勢
で
は

11
年
ぶ
り
、
本
校
で
は
初
と
な
る
。

　

卓
越
し
た
描
写
力
で
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の

美
し
さ
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
背
景
に
モ

ダ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
、
さ
わ
や
か
な
清

流
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　

な
お
、
県
内
で
の
展
示
は
5
月
10
日
か
ら

宍
道
湖
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
て
展
示
予
定
で

あ
る
。一

斉
書
写

一
斉
書
写時　

１
月
10
日

　

新
年
の
決
意
を
新
た
に
し
、
今
年
度
３
回

目
と
な
る
「
一
斉
書
写
」
を
１
月
10
日
に
実

施
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
と
な
る

本
校
の
伝
統
行
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
集
中
し
て
取
り
組
み
、
貴
重
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
た
ち
の
今
後
の

更
な
る
活
躍
、
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

「環境大臣賞」陶山和夏

出
雲
北
陵
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団

第
１
回
定
期
演
奏
会

時　

１
月
７
日　
　
　
　
　
　
　
　

開
場
13
時
20
分　

開
演
14
時　

於　

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館

だ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル

　

一
昨
年
４
月
に
、
本
校
吹
奏
楽
部
創
設
者

で
あ
る
片
寄
哲
夫
先
生
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
、
先
生
か

ら
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
卒

業
生
を
中
心
に
、
昨
年
の
３

月
に
「
片
寄
哲
夫
先
生
を
偲

ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
集
っ
た

卒
業
生
か
ら
、
今
後
も
卒
業

生
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

片
寄
先
生
を
偲
び
た
い
と
の

強
い
要
望
が
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
会

の
活
動
と
し
て
こ
の
演
奏
会

が
企
画
さ
れ
た
。

　

平
成
３
年
に
創
設
さ
れ
た

吹
奏
楽
部
の
卒
業
生
は
、
本

年
３
月
卒
業
生
が
31
期
と
な

り
、
600
名
を
超
え
る
会
員
が

在
籍
し
て
い
る
。
出
演
し
た

メ
ン
バ
ー
に
は
、
遠
く
は
北
海
道
・
東
京
か

ら
参
加
し
た
者
も
お
り
、
総
勢
60
名
を
超
え

る
バ
ン
ド
で
の
演
奏
会
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
500
名
を
超
え
る
お
客
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
盛
会
裏
の
う
ち
に
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

多
方
面
に
わ
た
る
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
片
寄
先
生
か
ら
の
教
え
を

胸
に
、
母
校
並
び
に
本
校
吹
奏
楽
部
の
活
動

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
本
校
吹
奏
楽
部

Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
雲
北
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

会
長　

山
本
真
也

命

日

墓

参

命

日

墓

参

創
立
者

水
谷
キ
ワ
先
生

　

本
校
創
立
者
水
谷
キ
ワ
先
生
の
命
日
で
あ

る
１
月
16
日
㈫
、
生
徒
を
代
表
し
て
中
学
新

生
徒
会
長
福
田
光
誠（
中2
塩冶
）、
高
校
新
生
徒

会
長
村
中
悠
海（
2-5
青谷
）
ら
６
名
で
大
念
寺
を

訪
れ
墓
参
を
し
た
。
本
年
は
学
園
創
立
115
周

年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
新
生
徒

会
と
し
て
出
雲
北
陵
中
学
・
高
等
学
校
の
更

な
る
発
展
に
向
け
改
め
て
決
意
を
強
く
し
た
。

ご

案

内

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

第
23
回
卒
業
制
作
展

日　

時

：

２
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　

２
月
11
日（
日
・
祝
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
16
時

場　

所

：

出
雲
文
化
伝
承
館

縁
結
び
交
流
館（
出
雲
市
浜
町
５
２
０
）

入
場
料

：

無
料

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

音
楽
コ
ー
ス

　

本
校
音
楽
コ
ー
ス
が
左
記
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
関
係

者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
31
回
卒
業
演
奏
会

日　

時

：

２
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
　

昼
の
部　

13
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
開
演

場　

所

：

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

白
の
ホ
ー
ル

入
場
料

：

無
料　

※
整
理
券
が
必
要
で
す

中
学
校

美　

術　

科

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
る
た
コ
ン
テ
ス
ト
」

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
最
優
秀
賞
受
賞

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
主
催
す
る
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
る
た
コ
ン
テ
ス
ト
」
２
学
期
大
会

に
お
い
て
、
田
中
美
那（
中3
塩冶
）
の
作
品
が
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
最
優

秀
賞
に
、
岩
﨑
彩

（
3

湖陵
）
の
作
品
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

最
優
秀
賞
の
田

中
さ
ん
の
作
品
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
の
目

標
の
う
ち
目
標
２

（
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
）

を
テ
ー
マ
に
、
豊

か
な
国
の
子
ど
も
と
貧
し
い
国
の
子
ど
も
の
対

比
を
描
く
と
と
も
に
、
満
足
に
ご
飯
を
食
べ
ら

れ
る
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
る
。

世
界
の
現
状
や
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
訴
え
た
素
晴
ら
し
い
構
成
と
描
写
が
評
価

さ
れ
、本
校
と
し
て
は
初
出
品
、初
受
賞
と
な
っ

た
。

（
美
術
科　

小
田
川　

純
）

校
外
講
師
特
別
講
座

第
3
回

時　

12
月
19
日　
　

於　

中
高
棟
ホ
ー
ル

　

２
学
期
末
保
護
者
会
に

併
せ
、
出
雲
大
社
か
た
り
べ

ガ
イ
ド
の
会　

事
務
局
長

の
早
川
正
樹
様
を
お
招
き

し
、「
楽
し
か
っ
た
！
の
ひ

と
言
が
聞
き
た
い
」
と
い

う
演
題
で
講
演
会
を
開
催
し
た
。
早
川
様
は
出

雲
大
社
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
通
し
て
、
観
光
の
意

味
や
ガ
イ
ド
の
工
夫
、
出
雲
大
社
と
他
県
と
の

つ
な
が
り
等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。
ま

た
今
回
の
講
話
で
は
、
我
々
が
知
ら
な
か
っ
た

出
雲
大
社
の
秘
密
に
も
触
れ
ら
れ
、
改
め
て
こ

の
出
雲
を
誇
り
と
思
え
る
時
間
と
な
っ
た
。 田中さんの作品

「かんじよう おいしいごはんの ありがたみ」
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作
品
と
研
究

中
学
校
書
初
め
作
品
よ
り

中
学
校
書
初
め
作
品
よ
り

　

例
年
、
年
明
け
の
書
写
の
時
間
に
、

中
学
校
で
は
書
き
初
め
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
今

年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
年
に
し
た
い
の
か
を
考

え
、
今
年
の
目
標
や
抱
負
、
大
切
に
し

た
い
言
葉
を
書
き
ま
し
た
。
一
年
生
は

初
め
て
と
な
る
行
書
で
し
た
が
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
作
品
の
一

部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

作 品 ①
「
自　

信
」

 

土
江　

一
心（
中1 

大社
）

　

こ
の
「
自
信
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
理
由

は
、
僕
が
自
分
に
対
し
て
あ
ま
り
自
信
が
持
て

な
い
か
ら
で
す
。
四
月
に
中
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
が
、
自
分
の
行
動
や
発
言
に
自
信
が
持
て

ず
に
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今
年

は
自
分
の
行
動
や
発
言
に
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
部
活
動

で
は
、
周
り
に
分
か
ら
な
い
よ
う
に
心
の
中
で

弱
音
を
吐
き
、
プ
レ
ー
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
信
を
持
っ
て
、
自

分
な
ら
で
き
る
と
思
い
な
が
ら
プ
レ
ー
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作 品 ②
「
両　

立
」

 

田
中　

七
海（
中1 

朝波
）

　

僕
は
、
勉
強
と
部
活
動
を
両
立
さ
せ
る
と
い

う
目
標
で
出
雲
北
陵
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

だ
け
ど
、勉
強
は
で
き
て
い
な
い
し
、部
活
動
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
注
意
を
さ
れ
た
り
、
真

面
目
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
り
で
し
た
。
だ
か

ら
、
今
年
は
頑
張
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
勉
強
は
一
時
間
、
一
時
間
を
丁
寧
に
集

中
し
て
、
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
二
時
間
の
練
習
を
集
中
し

て
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
、
両
立
と
い

う
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。

作 品 ③
「
挑　

戦
」

 

宮
國　

蒼
来（
中2 

北陽
）

　

こ
の
言
葉
に
し
た
理
由
は
、今
年
は
多
く
の
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
か
ら
で
す
。私
は
新
し
い
こ
と

に
挑
む
と
き
、ど
う
し
て
も
怖
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。一
度
そ
う
思
っ
て
し
ま

う
と
、
足
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
行
動
に

移
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、自
分
か
ら

挑
戦
す
る
こ
と
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
振
り
返
っ
て
み
て
、
挑
戦
し
な
け
れ
ば

何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。今
年

は
中
学
校
最
後
の
年
な
の
で
、充
実
し
た
一
年
に

す
る
た
め
に
も
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
ま
す
。

作 品 ④
「
成　

長
」

 

和
田
涼
太
郎（
中2 

塩冶
）

　

僕
は
、今
年
大
切
に
し
た
い
言
葉
を
「
成
長
」

に
し
ま
し
た
。
去
年
は
、
部
活
動
で
も
勉
強
面

で
も
自
分
に
負
け
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
何
事
に
も
や
る
気
を
持
ち
、
常

に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、「
成
長
」
を
選

び
ま
し
た
。

　

僕
に
は
、
や
る
気
が
あ
る
時
と
な
い
時
が
あ

り
、
な
い
時
は
何
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、気

持
ち
を
切
り
替
え
、
日
々
成
長
で
き
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
で
す
。

作 品 ⑤
「
継　

続
」

 

北
野　

亜
門（
中3 

高松
）

　

僕
は
、今
年
「
継
続
」
を
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
何
事
に
も
継
続
を
す
る
こ

と
で
力
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
今
、
勉

強
に
毎
日
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
時
に
「
一
日
な
ら
…
ち
ょ
っ
と
な
ら
…
」
と

怠
け
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
に
し
て
い
て
も
力
が
付
く
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
毎
日
継
続
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
僕
は
今
年
、「
継
続
」

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今月の
 1枚
「
記
録
」

布
野
陽
菜
佳

（1-6）松一

作 品 ⑥
「
昇　

竜
」

 

永
井　

初
樹（
中3 

塩冶
）

　

今
年
が
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
か
と
考
え

て
い
た
と
き
、
竜
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
る

「
昇
竜
」
と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
ら
れ
て
、嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
竜
の
つ
く
熟
語
を

探
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
今
年
の
干
支
が
辰

だ
か
ら
で
す
。
竜
の
字
の
つ
く
言
葉
は
少
な
く

て
、「
昇
竜
」
を
見
つ
け
出
せ
た
と
き
、
ほ
っ

と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
意
味
も
漢
字

ど
お
り
で
分
か
り
や
す
く
、
明
る
い
意
味
で
す
。

今
年
が
「
昇
竜
」
の
よ
う
な
勢
い
の
あ
る
年
に

な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
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